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非対称増感紙フイルム系の粒状性
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要 約

非対称増感紙フイルム系について,両面乳剤フイルムのウィナースペクトル測定に及ぼす影響を検討

した｡濃度0.5-2.5のノイズ試料のフロント乳剤,バック乳剤,支持体層それぞれで測定したスペクト

ルの和と,両面同時に測定した仝スペクトルとを比較した｡その結果,仝ウイナースペクトルの値は,

フロント乳剤,バック乳剤の和より高くなった｡また,試料濃度が高いほど,その差は大きくなった｡

これらは,マイクロデンシトメータの光学系の配置と両面乳剤フイルムの構造に起因しているo Lたが

って,非対称システムのようにフイルムの前面と後面で特性を分けて考える場合,注意を要する｡

キーワー ド:非対称増感紙フイルム系,両面乳剤フイルム,ウイナースペクトル,

粒状性,マイクロデンシトメータ

緒 言

最近,従来の増感紙フイルム系の対称増感紙対

称フイルム (対称システム)に対し,胸部Ⅹ線撮

影で縦隔部の描出能を向上させる目的で,新しい

概念の非対称増感紙非対称フイルム (非対称シス

テム)がKodakより発表された1)･2)｡このシステム

では,前面と後面に異なる特性の乳剤が塗布され

たフイルムと,前面と後面で感度が違う増感紙を

組み合わせて用いられているO組み合わせる増感

紙の感度差によってコントラスト,鮮鋭度のよう

な画質が大きく変化するという特徴がある3)~6)｡
したがって,この非対称システムの粒状性の画質

評価量であるウィナースペクトル測定においても,

フイルムの前面と後面での特性を考慮して,別々

に測定する必要がある｡

本報告では,フイルムの片面の乳剤を剥離した

前面乳剤のみ,および後面乳剤のみと,両面乳剤

を同時に測定したウイナースペクトル値を比較し,

測定装置 ･フイルム乳剤の構造がどのような影響
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を与えているかについて検討した｡

実 験 方 法

1.使用機器および材料

増感紙 :KodakHC(Front)+HC(Back)
フイルム :KodakINSIGHT

自動現像機 :KonicaKX-300

X線発生装置 :ToshibaKX0-15

Ⅹ線管 :ToshibaDRX-190D

濃度計 :KonicaPDA-15

マイクロデンシトメータ :KonicaPDM-5B

コンピュータ :NECPC-98ⅩL2

2.ノイズ試料の作成および測定条件

非対称増感紙フイルム系としてKodak HC/

INSIGHTを使用した｡Ⅹ線照射条件等は,管電圧

80kV,管電流100mAで,20mmアルミニウムフィ

ルタを付加し,ノイズ試料の濃度が0.50,1.00,

1.50,2.00,2.50でそれぞれ±0.03以内になるよ

うに照射時間とSID (SourcetoImage-receptor
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Distance)を変化させた｡

ノイズ試料のウィナースペクトル測定は,マイ

クロデンシトメータのスリットの幅10ノ〟n,高さ

を1mm とし,Ⅹ方向の測定試料の長さ100mm

を,サンプリング間隔10JJmで10000点のデータを

取り,1ラインデータとした｡この1ラインデー

タから1024点ずつ濃度データを切り出し,高速フ

ーリエ変換によりスペクトル値を計算した｡この

際,512点ずつオーバーラップさせながら18回の切

り出しを行い,スペクトルを平均化した｡このよ

うなライン40本,すなわち400000点のデータから

720回の切り出しと平均化により1試料のデータ

とした7)･8)｡このとき,理論的標準誤差は5%とな
る9)｡

まず最初に,HC/INSIGHTシステムの濃度

0.5-2.5までのノイズ試料のウイナースペクトル

を,通常の方法にしたがい両面同時に測定した｡

次に,ノイズ試料のフロント乳剤 (両面乳剤フイ

ルムよりバック側の乳剤を剥離),バック乳剤(両

面乳剤フイルムよりフロント側の乳剤を剥散),フ

ィルムベース (両面乳剤フイルムより両面の乳剤

を剥離),それぞれのスペクトルを測定した｡な

お,乳剤の剥離には,次亜塩素酸ナトリウムを用

いた｡フロント乳剤とバック乳剤のウイナースペ

クトル値の和からフィルムベースのウィナースペ

クトル値を差し引いたスペクトル値と,両面同時

に測定した仝ウイナースペクトルを比較し,ウィ

ナースペクトルの加法性が成立するか検討した｡

結 果 と 考 察

Fig.1(a)～(e)に,HC/INSIGHTの各濃度に

おけるフロン ト乳剤 (FRONT),バック乳剤

(BACK),フロント乳剤とバック乳剤のウイナ

ースペクトル値の和からフィルムベースのウイナ

ー スペ ク トル値 を引 い た スペ ク トル値

(FRONT+BACK),および両面乳剤(TOTAL)

のウイナースペクトルを示す｡

どの濃度においても,TOTALのウイナースペ

クトルは,FRONT+BACKのスペクトル値より

高くなったoこの原因はマイクロテン シトメータ

の光学系の配置と両面乳剤フイルムの構造にある

と思われる｡つまり,片面乳剤のマイクロデンシ

トメトリは,フイルムに入射した光は,Fig.2(a)

に示すように銀粒子で拡散され,そのうち一部が

受光系に入って透過光として利用されている｡こ

れに対し,両面で測定した場合は,入射してきた

光は,まずバック側の銀粒子による拡散を受け,

その一部がフロント側に入り,さらにフロント側

の銀粒子で拡散され,受光系に入ってくる (Fig.

2(b))｡このため,両面を同時に測定した方が,フ

ロント乳剤,バック乳剤それぞれの濃度の和より

高くなる傾向にある｡これが,仝ウィナースペク

トルの値が前面と後面のスペクトル値の和より大

きくなる原因であると推測されるC

また,試料の濃度が高 くなるにしたがい,

TOTALとFRONT+BACKのスペクトル値の

差が大きくなっている｡これは,試料の濃度が高

くなる程,銀粒子による光の散乱が大きくなり,

上で述べた過程が更に強調された結果であると考

えられる｡

ま と め

両面乳剤フイルムの仝ウイナースペクトルは,

フロント乳剤,バック乳剤のウィナースペクトル

の和から支持体層のスペクトルを差し引いたスペ

クトル値と等しくならず,全ウイナースペクトル

の値が高くなった｡また,試料の濃度が高いほど,

その差は大きくなった｡

これらは,マイクロデンシトメータの光学系の

配置と両面乳剤フイルムの構造に起因していると

思われる｡したがって,非対称システムのように

フイルムの前面,後面でその特性を分･けて考える

場合,全ウイナースペクトルはそれぞれの単純な

和とはならないので注意を要する｡
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Fig.1.WienerspectraofHC/INSIGHTasymmetricscreen-filmsystem.

TOTALrepresentsthetotalspectrum ofdouble-emulsionfilm.

FRONTandBACKarethespectrumoffrontandbackemulsion

film,respectively.FRONT十BACKiscalculatedbysubtractingthe

supportsectrumfromthesumoffrontandbackspectra.
(a)D-0.5,(b)D-1.0,(C)D-1.5,(d)D-2.0,(e)D-2.5
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(a) (b)

Fill2･Lightscatteredbysilvergraininfilm.
(a)single-emulsionfilm,(b)double-emulsionfilm
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GranularityofAsymmetricScreen-FilmSystem
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SigefumiKADOHISAl),YasutakaMIKAMIl),YoshiharuAzUMA,

TomoyukiTAXEUCHI2),KatsuhikoSUGITA,YoshioHIRAKIl)

Abstract

WehaveexaminedafactoraffectingtheWienerspectrummeasurementofdouble-emulsionfilm.

Anasymmetricscreen-filmsystem (KodakHC/INSIGHTsystem)wasusedinthisstudy.The

resultsindicatedthatthetotalWienerspectraofdouble-emulsionfilmsarehigherthanthesumof

spectraobtainedwiththefrontemulsionandbackemulsionseparately.Thesedifferencesare

attributedtothearrangementoftheopticalsystemofthemicrodensitometerusedtomeasureand

thestructureofdouble-emulsionfilm.

Keywords:asymmetricscreen-filmsystem,double-emulsionfilm,

Wienerspectrum,granularity,microdensitometer
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